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Relation
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理
念
の
無
い
「
怪
奇
」
―
太
学
体
排
斥
の
理
由
に
つ
い
て
―渡
部
雄
之
は
じ
め
に
北
宋
の
人
孫
覚
（
一
〇
二
八
～
一
〇
九
〇
）
が
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
に
、
ど
う
す
れ
ば
文
章
が
上
達
す
る
か
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
「
特
別
な
方
法
は
無
い
。
た
だ
読
書
に
励
み
、
そ
し
、
て
多
く
作
れ
ば
自
ず
と
上
手
く
な
る
」
と
言
わ
れ
た
話
が
『
東
。
、
坡
志
林
』
巻
一
に
見
え
る
。
欧
陽
脩
が
後
学
に
与
え
た
こ
と
ば
は
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
彼
で
さ
え
良
い
文
章
を
書
く
た
め
に
は
、
相
当
な
修
練
や
思
索
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
「
特
別
な
方
法
は
無
い
」
と
い
う
素
っ
気
な
い
発
言
か
ら
、
窺
え
る
。
如
何
に
す
れ
ば
良
い
文
章
が
書
け
る
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
良
い
文
章
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
よ
り
答
え
を
出
す
こ
と
が
困
難
な
問
い
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
に
携
わ
る
者
で
あ
れ
ば
誰
し
も
が
一
度
は
自
ら
に
投
げ
掛
け
る
問
い
で
あ
ろ
う
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
と
し
て
仰
が
れ
る
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
が
こ
の
話
柄
を
記
録
す
る
の
も
、
文
章
修
練
の
方
法
が
彼
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
り
、
欧
陽
脩
の
当
た
り
前
の
こ
と
ば
が
心
に
響
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
古
文
復
興
で
は
、
欧
陽
脩
、
蘇
軾
を
含
め
、
多
く
の
古
文
家
の
手
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
文
章
を
追
求
す
べ
く
理
論
、
実
作
両
面
で
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
た
。
中
で
も
今
日
の
我
々
の
目
に
特
徴
的
に
映
る
の
は
「
怪
奇
」
の
尊
重
で
、
あ
る
「
怪
奇
」
と
は
、
規
範
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
。
あ
る
も
の
が
。
衆
多
、
尋
常
あ
る
い
は
正
統
で
あ
る
こ
と
を
以
て
規
準
と
看
做
さ
れ
た
時
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
事
象
に
は
「
奇
」
や
「
怪
」
と
い
っ
た
評
価
が
下
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
中
唐
の
韓
愈
（
七
六
八
～
八
［
１
］
二
四
）
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
内
容
、
表
現
に
お
い
て
他
と
は
異
な
る
こ
と
、
前
人
と
は
違
う
こ
と
を
良
し
と
す
る
主
張
を
行
い
、
時
に
難
解
、
奇
異
に
過
ぎ
る
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
独
創
的
な
作
品
を
多
く
生
み
出
し
た
。
そ
の
後
古
文
復
興
そ
の
も
の
が
退
潮
期
と
な
っ
た
晩
唐
、
五
代
に
は
「
怪
奇
」
も
ま
た
影
を
潜
め
た
が
、
韓
愈
が
再
発
見
さ
れ
た
宋
初
以
降
再
び
姿
を
現
し
、
中
期
に
は
太
学
体
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
る
程
の
流
行
を
見
せ
た
。
た
、
、「
」
だ
時
を
同
じ
く
し
て
批
判
の
声
も
ま
た
次
第
に
高
ま
り
怪
奇
、
。
な
文
章
は
反
対
者
の
手
に
よ
り
そ
の
出
現
の
度
に
斥
け
ら
れ
た
太
学
体
も
、
張
方
平
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
九
一
、
欧
陽
脩
の
二
人
）
に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ
て
い
る
。
人
の
意
表
を
突
く
こ
と
に
拘
る
あ
ま
り
、
や
や
も
す
れ
ば
難
読
や
で
た
ら
め
に
陥
る
「
怪
奇
」
は
、
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歴
代
の
文
論
に
お
い
て
も
と
か
く
非
難
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
愈
ら
の
活
躍
し
た
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
か
ら
二
百
年
以
上
に
渡
っ
て
、
そ
う
し
た
奇
抜
さ
や
独
自
性
を
重
ん
じ
る
風
潮
が
時
に
顕
在
化
し
た
こ
と
も
ま
た
確
か
な
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
一
筋
の
流
れ
を
形
成
し
た
と
も
見
ら
れ
る
古
文
の
怪
「
奇
」
で
あ
る
が
、
実
は
太
学
体
の
前
後
で
そ
の
様
相
を
や
や
異
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
太
学
体
の
「
怪
奇
」
を
そ
れ
以
前
の
古
文
の
「
怪
奇
」
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
太
学
体
が
欧
陽
脩
ら
に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
以
下
に
引
用
す
る
各
資
料
に
お
い
て
「
怪
奇
」
と
い
う
概
念
は
「
怪
「
奇
「
険
」
、
」
」
「
僻
「
誕
「
難
「
渋
」
と
い
っ
た
様
々
な
語
で
表
さ
れ
、
そ
」
」
」
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
違
い
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
論
旨
に
支
障
の
無
い
限
り
「
怪
奇
」
の
語
で
統
一
し
て
論
を
進
め
る
。
二
太
学
体
―
科
挙
に
密
着
し
た
「
怪
奇
」
―
太
学
体
は
、
次
に
引
く
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
の
記
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
異
な
る
二
つ
の
時
期
に
流
行
し
た
文
体
の
総
称
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
［
２
］
〔
四
月
甲
寅
（
二
日
〕
左
正
言
姚
勔
言
「
…
…
往
時
開
封
）
、
擧
人
路
授
倡
爲
長
賦
幾
千
言
。
但
爲
浮
辭
、
不
求
典
要
、
當
時
能
文
者
往
往
效
之
。
得
張
方
平
擯
斥
而
其
文
遂
正
。
嘉
祐
初
、
劉
幾
輩
喜
爲
怪
僻
。
得
歐
陽
修
革
去
而
其
風
復
雅
。
…
…
」
左
正
言
姚
勔
言
ふ
「
…
…
往
時
開
封
の
擧
人
路
授
倡
へ
、
え
う
べ
ん
と
な
て
長
賦
幾
千
言
を
爲
る
。
但
だ
浮
辭
を
爲
り
、
典
要
を
求
め
つ
く
ず
、
當
時
の
文
を
能
く
す
る
者
往
往
之
に
效
ふ
。
張
方
平
な
ら
の
擯
斥
す
る
を
得
て
其
の
文
遂
に
正
さ
る
。
嘉
祐
の
初
め
、
劉
幾
の
輩
喜
び
て
怪
僻
を
爲
す
。
歐
陽
修
の
革
去
す
る
を
得
て
其
の
風
復
た
雅
た
り
…
…
」
と
。
張
方
平
、
欧
陽
脩
の
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
年
の
科
挙
で
弊
害
の
あ
る
文
章
を
斥
け
た
「
其
の
文
遂
に
正
さ
る
「
其
の
風
復
た
。
」
雅
た
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
時
期
に
流
行
し
た
「
怪
奇
」
は
そ
の
都
度
否
定
さ
れ
姿
を
消
し
た
こ
と
が
分
か
る
前
者
が
長
、
。
「
賦
幾
千
言
但
爲
浮
辭
不
求
典
要
を
糾
弾
さ
れ
後
者
が
怪
」「
、
」
、
「
僻
」
を
批
判
さ
れ
て
お
り
特
徴
が
相
異
な
る
こ
と
も
、
二
つ
の
太
学
体
が
連
続
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
［
３
］
最
初
の
太
学
体
の
発
生
か
ら
流
行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
及
び
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
張
方
平
が
慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）
に
権
同
知
礼
部
貢
挙
を
務
め
た
際
に
奉
っ
た
上
奏
文
（
貢
院
請
誡
励
「
天
下
挙
人
文
章
奏
『
楽
全
集
』
巻
二
〇
）
に
具
体
的
な
記
述
が
」、
見
ら
れ
る
。
［
４
］
伏
以
禮
部
條
例
、
定
自
先
朝
、
考
較
升
黜
、
悉
有
程
式
。
自
、
、
、
景
祐
元
年
有
以
變
體
而
擢
高
第
者
後
進
傳
效
因
是
以
習
爾
來
文
格
日
失
其
舊
、
各
出
新
意
、
相
勝
爲
奇
。
至
太
學
之
、
、
、
、
。
建
直
講
石
介
課
諸
生
試
所
業
因
其
好
尚
而
遂
成
風
- 20 -
以
怪
誕
詆
訕
爲
高
、
以
流
蕩
猥
煩
爲
贍
、
逾
越
規
矩
、
或
誤
後
學
。
朝
廷
惡
其
然
也
、
故
下
詔
書
丁
寧
誡
勵
。
而
學
者
樂
於
放
逸
、
罕
能
自
還
。
今
貢
院
考
試
諸
進
士
、
太
學
新
體
閒
復
有
之
。
其
賦
至
八
百
字
已
上
、
而
每
句
有
十
六
、
十
八
字
者
。
論
有
一
千
二
百
字
以
上
。
策
有
置
所
問
而
妄
肆
胸
臆
、
條
陳
他
事
者
。
伏
し
て
以
へ
ら
く
禮
部
の
條
例
、
先
朝
自
り
定
ま
り
、
升
黜
お
も
よ
を
考
較
し
、
悉
く
程
式
有
り
。
景
祐
元
年
變
體
を
以
て
高
第
に
擢
せ
ら
る
る
者
有
り
て
自
り
、
後
進
傳
へ
效
ひ
、
是
れ
な
ら
、
、
に
因
り
て
以
て
習
ひ
爾
來
文
格
日
に
其
の
舊
を
失
し
各
お
の
新
意
を
出
だ
し
て
、
相
ひ
勝
る
を
奇
と
爲
す
。
太
學
の
建
て
ら
る
る
に
至
り
、
直
講
石
介
諸
生
に
課
し
、
業
と
す
る
所
を
試
む
る
こ
と
、
其
の
好
尚
に
因
り
、
而
し
て
遂
に
風
を
成
す
。
怪
誕
詆
訕
を
以
て
高
と
爲
し
、
流
蕩
猥
煩
を
以
て
贍
と
爲
し
、
逾
い
よ
規
矩
を
越
え
、
或
い
は
後
學
を
誤
ら
す
。
朝
廷
其
の
然
る
を
惡
み
、
故
に
詔
書
を
下
し
て
丁
寧
誡
に
く
勵
す
。
而
る
に
學
ぶ
者
放
逸
な
る
を
樂
し
み
、
能
く
自
ら
還
る
こ
と
罕
な
り
。
今
貢
院
諸
進
士
を
考
試
す
る
に
、
太
ま
れ
。
、
學
新
體
閒
復
た
之
有
り
其
の
賦
は
八
百
字
已
上
に
至
り
て
ま
ま
每
句
に
十
六
、
十
八
字
の
者
有
り
。
論
は
一
千
二
百
字
以
上
有
り
。
策
は
問
ふ
所
を
置
き
て
妄
り
に
胸
臆
を
肆
に
し
、
他
事
を
條
陳
す
る
者
有
り
。
景
祐
元
年
（
一
〇
三
四
）
の
科
挙
で
「
變
體
」
に
よ
っ
て
上
位
及
第
し
た
者
が
出
て
以
降
「
新
意
（
＝
新
奇
な
も
の
の
見
方
」
を
、
）
示
す
こ
と
で
他
の
者
に
勝
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
受
験
者
の
間
に
生
ま
れ
た
。
慶
暦
四
年
（
一
〇
四
四
）
に
は
、
太
学
の
設
置
に
よ
っ
て
こ
の
傾
向
が
強
ま
り
「
太
学
新
体
」
と
名
付
け
ら
れ
る
程
の
流
、
行
を
見
せ
た
と
い
う
。
科
場
、
太
学
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
で
の
み
流
行
し
、
ま
た
「
相
ひ
勝
る
を
奇
と
爲
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
受
験
者
同
士
の
競
争
意
識
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
怪
奇
」
な
文
章
は
、
右
の
引
用
の
冒
頭
で
「
禮
部
條
例
「
程
式
」
と
い
っ
た
こ
と
」
ば
が
使
わ
れ
、
後
半
で
賦
、
論
、
策
三
つ
の
文
体
に
関
す
る
具
［
５
］
体
的
な
問
題
点
の
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
科
挙
の
規
程
か
ら
の
逸
脱
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
右
の
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
に
見
え
た
「
長
賦
幾
千
言
「
但
爲
浮
辭
、
」
不
求
典
要
」
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
太
学
新
体
」
は
、
種
々
の
点
で
科
挙
の
在
り
方
に
密
接
に
関
係
す
る
「
怪
奇
」
を
特
徴
と
す
る
文
体
で
あ
っ
た
。
一
方
、
欧
陽
脩
が
斥
け
た
太
学
体
（
以
下
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
と
称
す
）
に
関
し
て
は
『
夢
渓
筆
談
』
巻
九
「
人
事
一
」
に
次
の
、
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
［
６
］
嘉
祐
中
、
士
人
劉
幾
累
爲
國
學
第
一
人
、
驟
爲
怪
險
之
語
。
、
。
。
、
學
者
翕
然
效
之
遂
成
風
俗
歐
陽
公
深
惡
之
會
公
主
文
決
意
痛
懲
。
凡
爲
新
文
者
、
一
切
棄
黜
。
時
體
爲
之
一
變
、
歐
陽
之
功
也
。
有
一
擧
人
論
曰
「
天
地
軋
、
万
物
茁
、
聖
人
、
發
」
公
曰
「
此
必
劉
幾
也
」
戲
續
之
曰
「
秀
才
剌
、
試
。
、
。
、
官
刷
」
乃
以
大
朱
筆
橫
抹
之
、
自
首
至
尾
、
謂
之
紅
勒
帛
、
。
判
大
紕
繆
字
榜
之
。
既
而
果
幾
也
。
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嘉
祐
中
、
士
人
劉
幾
累
り
に
國
學
第
一
人
と
爲
り
、
驟
か
に
し
き
に
は
怪
險
の
語
を
爲
る
。
學
ぶ
者
翕
然
と
し
て
之
に
效
ひ
、
遂
に
つ
く
き
ふ
ぜ
ん
な
ら
風
俗
を
成
す
。
歐
陽
公
深
く
之
を
惡
む
。
會
た
ま
公
主
に
く
文
た
り
、
痛
懲
せ
ん
こ
と
を
決
意
す
。
凡
そ
新
文
を
爲
る
者
は
、
一
切
棄
黜
す
。
時
體
之
が
爲
に
一
變
す
る
は
、
歐
陽
の
た
め
功
な
り
一
擧
人
有
り
論
じ
て
曰
く
天
地
軋
り
万
物
茁
。
、「
、
き
し
め
ば
え
、
聖
人
發
る
」
と
。
公
曰
く
「
此
れ
必
ず
劉
幾
な
り
」
、
あ
ら
は
。
、「
、
」
と
戲
れ
に
之
に
續
け
て
曰
く
秀
才
剌
り
試
官
刷
く
も
と
は
と
。
乃
ち
大
朱
筆
を
以
て
橫
に
之
を
抹
し
て
、
首
自
り
尾
に
よ
至
り
、
之
を
紅
勒
帛
と
謂
ひ
、
大
紕
繆
字
と
判
じ
て
之
を
榜
ず
。
既
に
し
て
果
た
し
て
幾
な
り
。
太
学
の
首
席
劉
幾
（
一
〇
三
〇
～
一
〇
六
五
）
の
影
響
で
受
験
生
の
間
に
「
怪
險
の
語
を
爲
る
」
風
潮
が
生
ま
れ
た
。
太
学
で
の
流
行
が
、
さ
ら
に
上
の
科
挙
の
場
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
右
の
記
事
に
は
「
怪
險
の
語
」
の
実
作
が
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
、
。
、
「
、
る
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ま
ず
劉
幾
の
書
い
た
論
の
天
地
軋
、
」
、
「
」「
」「
」
万
物
茁
聖
人
發
の
三
句
は
各
句
の
三
字
目
軋
茁
發
が
入
声
十
四
黠
韻
で
押
韻
し
て
い
る
。
劉
幾
が
論
と
い
う
文
体
に
お
い
て
、
伝
え
ん
と
す
る
内
容
に
最
も
適
し
た
こ
と
ば
を
選
ぶ
こ
と
よ
り
も
、
三
字
句
で
韻
を
踏
む
と
い
う
表
現
面
を
優
先
し
た
こ
と
を
欧
陽
脩
は
嫌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
劉
幾
の
答
案
を
見
た
欧
陽
脩
が
戯
れ
に
作
っ
た
「
秀
才
剌
、
試
官
刷
」
各
句
の
三
字
目
「
」「
」
、
、
、
剌
刷
が
そ
れ
ぞ
れ
入
声
十
二
曷
韻
入
声
十
七
薛
韻
で
ゆ
る
や
か
に
で
は
あ
る
が
押
韻
し
て
皮
肉
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
『
夢
渓
筆
談
』
の
記
事
は
続
け
て
、
数
年
後
、
欧
陽
脩
が
殿
試
。
の
試
験
官
を
務
め
た
際
の
こ
と
を
記
録
す
る
［
７
］
、
。
。
、「
。
復
數
年
公
爲
御
試
考
官
而
幾
在
庭
公
曰
除
惡
務
力
今
必
痛
斥
輕
薄
子
以
除
文
章
之
害
有
一
士
人
論
曰
主
、
。」
、「
上
收
精
藏
明
於
冕
旒
之
下
」
公
曰
「
吾
已
得
劉
幾
矣
」
。
、
。
既
黜
、
乃
吳
人
蕭
稷
也
。
復
た
數
年
に
し
て
、
公
御
試
考
官
爲
り
。
而
し
て
幾
庭
た
に
在
り
。
公
曰
く
「
惡
を
除
く
に
力
を
務
む
。
今
必
ず
輕
薄
、
子
を
痛
斥
し
て
、
以
て
文
章
の
害
を
除
か
ん
」
と
。
一
士
人
有
り
論
じ
て
曰
く
「
主
上
冕
旒
の
下
に
精
を
收
め
明
を
藏
、
べ
ん
り
う
を
さ
む
と
公
曰
く
吾
已
に
劉
幾
を
得
た
り
と
既
に
黜
」
。
、「
」
。
し
り
ぞ
く
る
に
、
乃
ち
吳
人
蕭
稷
な
り
。
「
精
明
」
は
聡
明
な
さ
ま
を
表
し
、
そ
れ
を
「
冕
旒
（
＝
天
子
の
）」
「
（
）」
、
冠
の
下
に
收
藏
＝
集
め
る
す
る
と
表
現
す
る
こ
と
で
天
子
の
下
に
優
れ
た
人
材
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
称
え
た
わ
け
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
科
挙
の
答
案
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
も
論
と
い
う
文
体
に
お
い
て
、
表
現
の
新
奇
さ
を
求
め
る
姿
勢
が
過
度
に
表
れ
て
い
る
こ
と
を
欧
陽
脩
は
嫌
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
嘉
祐
二
年
の
科
挙
か
ら
五
、
六
年
し
て
文
章
の
風
格
は
変
じ
た
と
い
う
か
ら
、
本
例
は
太
学
体
［
８
］
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の
余
風
が
表
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
『
夢
渓
筆
談
』
の
他
、
欧
陽
脩
の
息
子
発
（
一
〇
四
〇
～
一
〇
八
五
）
の
書
い
た
「
先
公
事
迹
」
の
細
字
注
に
も
、
太
学
体
の
実
作
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
嘉
祐
二
年
、
先
公
知
貢
擧
。
時
學
者
爲
文
以
新
奇
相
尙
、
文
、
、
、
體
大
壞
。
僻
澁
如
狼
子
豹
孫
林
林
逐
逐
之
語
怪
誕
如
周
公
伻
圖、
禹
操
畚
鍤
傅
說
負
版
築
來
築
太
平
之
基
之
說
、
、
。公
深
革
其
弊
一
時
以
怪
僻
知
名
在
高
等
者
、
黜
落
幾
盡
。
嘉
祐
二
年
、
先
公
知
貢
擧
た
り
。
時
に
學
ぶ
者
文
を
爲つ
く
僻
澁
は
る
に
新
奇
を
以
て
相
ひ
尙
び
、
文
體
大
い
に
壞
る
。
や
ぶ
、
、
、
狼
子
豹
孫
林
林
逐
逐
た
り
の
語
の
如
く
怪
誕
は
周
公
圖
か
し
め
ゑ
が
禹
畚
鍤
を
操
り
、
傅
說
版
築
を
負
ひ
、
來
た
り
て
太
平
の
基
を
築
ほ
ん
さ
ふ
公
深
く
其
の
弊
を
革
め
、
一
時
に
怪
僻
を
以
く
の
說
の
如
し
。
て
名
を
知
ら
れ
高
等
に
在
る
者
、
黜
落
し
て
幾
ど
盡
く
。
太
学
体
の
特
徴
を
「
僻
澁
（
＝
め
っ
た
に
見
ら
れ
ず
、
難
し
く
て
、
意
味
の
通
じ
に
く
い
さ
ま
」
と
「
怪
誕
（
＝
い
い
か
げ
ん
で
、
で
）
た
ら
め
な
さ
ま
」
の
二
つ
の
評
語
で
表
す
。
ま
ず
「
僻
澁
」
の
例
）
に
関
し
て
、
許
外
芳
氏
は
「
狼
子
豹
孫
」
を
唐
・
李
商
隠
「
唐
容
州
経
略
使
元
結
文
集
後
序
（
李
義
山
文
集
』
巻
四
）
の
「
狼
子
」
『
豽
孫
、
競
于
跳
走
、
剪
餘
斬
殘
、
程
露
血
脈
（
狼
子
豽
孫
、
跳
。」
だ
つ
そ
ん
走
を
競
ひ
、
餘
り
を
剪
り
殘
り
を
斬
り
て
、
血
脈
を
程
露
す
）。
に
基
づ
く
も
の
と
し
林
林
逐
逐
は
唐
・
柳
宗
元
貞
符
柳
、「
」
「
」（『
宗
元
集
巻
一
の
惟
人
之
初
總
總
而
生
林
林
而
群
惟
』
）
「
、
、
。」（
こ
れ
人
の
初
め
、
總
總
と
し
て
生
ま
れ
、
林
林
と
し
て
群
る
）
に
見
。
え
る
「
林
林
總
總
」
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
、
僻
典
の
例
と
す
る
。
［
９
］
次
の
「
怪
誕
」
の
例
で
も
、
典
拠
の
あ
り
そ
う
な
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
。
一
句
目
の
「
周
公
伻
圖
」
は
『
尚
書
』
周
書
・
洛
誥
の
「
、
。
。
、
予
惟
乙
卯
朝
至
于
洛
師
我
卜
河
朔
黎
水
我
乃
卜
澗
水
東
瀍
水
西
、
惟
洛
食
。
我
又
卜
瀍
水
東
、
亦
惟
洛
食
。
伻
來
以
圖
、
及
獻
卜
（
予
惟
れ
乙
卯
、
朝
に
洛
師
に
至
る
。
我
河
朔
の
黎
。」
こ
水
を
卜
ふ
。
我
乃
ち
澗
水
の
東
、
瀍
水
の
西
を
卜
ふ
に
、
惟
れ
洛
て
ん
す
い
食
す
。
我
又
た
瀍
水
の
東
を
卜
ふ
に
、
亦
た
惟
れ
洛
食
す
。
伻
來
は
う
た
る
に
圖
を
以
て
し
、
及
び
卜
を
獻
ず
、
三
句
目
の
「
傅
說
。）
［
］10
負
版
築
」
は
『
孟
子
』
告
子
章
句
下
の
「
孟
子
曰
『
舜
發
於
畎
畝
、
之
中
、
傅
說
擧
於
版
築
之
閒
、
膠
鬲
擧
於
魚
鹽
之
中
、
管
夷
吾
擧
於
士
、
孫
叔
敖
擧
於
海
、
百
里
奚
擧
於
市
（
孟
子
曰
く
「
舜
。』」
、
は
畎
畝
の
中
よ
り
發
こ
り
、
傅
說
は
版
築
の
閒
よ
り
擧
げ
ら
れ
、
お
、
、
膠
鬲
は
魚
鹽
の
中
よ
り
擧
げ
ら
れ
管
夷
吾
は
士
よ
り
擧
げ
ら
れ
か
う
か
く
、
」
。）
孫
叔
敖
は
海
よ
り
擧
げ
ら
れ
百
里
奚
は
市
よ
り
擧
げ
ら
る
と
を
踏
ま
え
る
。
二
句
目
に
関
し
て
は
出
典
は
不
明
で
あ
る
が
「
畚
、
（
＝
も
っ
こ
「
鍤
（
＝
す
き
」
と
い
う
農
具
の
名
が
使
わ
れ
、
）」
）
周
公
、
傅
説
同
様
、
建
築
に
関
わ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
治
水
の
神
で
あ
る
禹
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、
当
時
見
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
例
は
、
経
書
等
を
典
拠
と
す
る
よ
う
に
見
え
る
真
偽
定
か
な
ら
ぬ
説
を
述
べ
た
も
の
と
な
る
。
こ
こ
で
論
者
は
、
傅
説
の
よ
う
な
有
能
な
臣
下
が
身
分
の
低
い
者
の
中
か
ら
出
て
き
た
こ
と
を
示
す
こ
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と
で
、
自
身
の
考
え
る
理
想
的
政
治
の
在
り
方
や
、
受
験
者
た
る
自
身
の
採
用
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
に
、
欧
陽
脩
が
斥
け
た
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
は
、
先
の
「
太
学
新
体
」
と
異
な
り
規
程
か
ら
の
明
確
な
逸
脱
を
行
う
訳
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
科
挙
を
強
く
意
識
し
、
内
容
、
表
現
両
面
で
過
度
と
も
言
う
べ
き
独
自
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
科
挙
で
課
せ
ら
れ
る
論
と
い
う
文
体
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
た
『
夢
渓
筆
談
』
の
引
例
や
、
自
ら
を
傅
説
に
仮
託
し
て
採
用
を
求
め
た
「
先
公
事
迹
」
の
引
例
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
慶
暦
の
頃
と
同
様
、
嘉
祐
年
間
の
受
験
者
の
間
に
は
、
た
と
え
難
読
、
で
た
ら
め
と
い
う
負
の
評
価
が
下
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
ろ
う
と
、
他
と
は
違
う
表
現
や
内
容
を
持
っ
た
文
章
こ
そ
が
登
第
へ
の
捷
径
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
認
識
の
広
が
り
は
他
で
も
な
く
、
当
時
太
学
体
が
、
科
挙
及
第
と
い
う
自
己
の
立
身
に
直
に
結
び
付
く
結
果
を
も
た
ら
し
た
が
故
に
生
ま
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
科
場
、
太
学
と
い
う
特
定
の
場
で
、
自
己
の
立
身
と
い
う
限
定
さ
れ
た
目
的
を
持
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
が
北
宋
中
期
の
「
怪
奇
」
で
あ
っ
た
。
三
太
学
体
以
前
―
時
文
へ
の
対
抗
意
識
に
よ
る
「
怪
奇
」
―
宋
初
の
古
文
家
范
杲
（
生
没
年
不
詳
）
の
伝
（
宋
史
』
巻
二
『
は
ん
こ
う
四
九
）
に
「
范
杲
〕
爲
文
深
僻
難
曉
、
後
生
多
慕
效
之
（
文
〔
。」
を
爲
り
て
深
僻
に
し
て
曉
り
難
く
、
後
生
多
く
慕
ひ
て
之
に
效
つ
く
な
ら
ふ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
太
学
体
流
行
以
前
に
も
「
怪
奇
」
な
古
文
。
を
作
る
者
は
相
当
数
い
た
。
だ
が
一
方
で
、
文
章
は
平
易
で
あ
［
］11
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
者
も
お
り
、
後
に
彼
ら
平
易
を
主
張
す
る
側
が
主
流
の
位
置
を
占
め
た
こ
と
で
「
怪
奇
」
は
古
文
復
興
の
歴
、
。
史
の
中
で
弊
害
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
結
果
「
怪
奇
」
を
尊
ん
だ
人
々
の
文
章
の
多
く
は
今
の
世
に
、
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
「
怪
奇
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
窺
う
た
め
に
は
、
主
に
平
易
を
主
張
し
た
側
の
資
料
を
用
い
る
し
か
な
い
。
ま
ず
は
柳
開
（
九
四
七
～
一
〇
〇
〇
）
の
「
応
責
（
河
東
先
」
『
生
集
』
巻
一
）
の
一
部
を
引
用
す
る
。
［
］12
、「
、
、
。
或
責
曰
子
處
今
之
世
好
古
文
與
古
人
之
道
其
不
思
乎
苟
思
之
、
則
子
胡
能
食
乎
粟
、
衣
乎
帛
、
安
于
衆
哉
。
衆
人
所
鄙
賤
之
、
子
獨
貴
尚
之
、
孰
從
子
之
化
也
。
忽
焉
將
見
子
窮
餓
而
死
矣
」
柳
子
應
之
曰
「
…
…
子
責
我
以
好
古
文
。
。
、
子
之
言
何
謂
爲
古
文
。
古
文
者
、
非
在
辭
澁
言
苦
、
使
人
難
、
、
、
、
、
讀
誦
之
在
于
古
其
理
高
其
意
隨
言
短
長
應
變
作
制
同
古
人
之
行
事
、
是
謂
古
文
也
。
…
…
」
或
ひ
と
責
め
て
曰
く
「
子
今
の
世
に
處
る
も
、
古
文
と
古
、
人
の
道
と
を
好
む
は
、
其
れ
思
は
ざ
る
か
。
苟
く
も
之
を
思
は
ば
、
則
ち
子
胡
ぞ
能
く
粟
を
食
ら
ひ
、
帛
を
衣
て
、
衆
を
な
ん
き
安
ん
ぜ
ん
や
。
衆
人
の
之
を
鄙
賤
す
る
所
、
子
獨
り
之
を
貴
尚
す
れ
ば
、
孰
か
子
の
化
に
從
は
ん
や
。
忽
焉
と
し
て
將
に
子
の
窮
餓
し
て
死
す
る
を
見
ん
と
せ
ん
」
と
。
柳
子
之
に
應こ
た
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へ
て
曰
く
「
…
…
子
我
を
責
む
る
に
古
文
を
好
む
を
以
て
、
す
。
子
の
言
何
を
か
謂
ひ
て
古
文
と
爲
す
。
古
文
は
、
辭
澁
言
苦
に
し
て
、
人
を
し
て
之
を
讀
誦
し
難
か
ら
し
む
る
に
在
る
に
非
ず
、
其
の
理
を
古
に
し
、
其
の
意
を
高
く
し
、
言
に
隨
ひ
て
短
長
し
、
變
に
應
じ
て
作
制
し
、
古
人
の
行
事
に
、
」
。
同
じ
く
す
る
に
在
り
是
れ
を
古
文
と
謂
ふ
な
り
…
…
と
今
の
世
に
お
り
な
が
ら
古
文
や
古
人
の
道
を
好
む
こ
と
を
責
め
る
「
或
ひ
と
」
に
対
し
、
作
者
柳
開
は
あ
な
た
の
言
う
古
文
と
は
何
な
の
か
と
問
う
た
後
、
古
文
と
は
こ
と
ば
が
ぎ
こ
ち
な
く
、
読
み
上
げ
に
く
い
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
或
ひ
と
」
は
、
古
文
に
理
解
を
示
さ
な
か
っ
た
同
時
代
人
の
一
般
的
認
識
を
代
弁
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
人
物
に
対
し
、
柳
開
が
わ
ざ
わ
ざ
古
文
の
本
質
が
「
辭
澁
言
苦
」
に
は
な
い
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
一
般
的
な
人
々
は
、
古
文
に
対
し
難
読
と
。
、
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
逆
に
窺
え
る
同
時
に
そ
れ
は
大
方
の
古
文
家
の
作
風
が
実
際
に
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
同
様
の
こ
と
は
、
宋
初
に
生
き
た
僧
智
円
（
九
七
六
～
一
〇
二
二
「
送
庶
幾
序
（
閑
居
編
』
巻
二
九
）
の
「
非
）
」
『
止
澁
其
文
字
、
難
其
句
讀
、
然
後
爲
古
文
也
（
止
だ
に
其
の
文
。」
た
字
を
澁
に
し
、
其
の
句
讀
を
難
に
し
て
、
然
る
後
古
文
と
爲
す
の
み
に
非
ざ
る
な
り
）
と
い
う
一
文
に
も
表
れ
て
い
る
。
。
［
］13
で
は
「
怪
奇
」
を
尊
重
す
る
古
文
家
は
、
一
体
如
何
な
る
意
識
の
も
と
で
難
解
な
文
章
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
王
禹
偁
（
九
五
四
～
一
〇
〇
一
）
が
自
ら
に
文
章
を
献
じ
て
き
た
張
扶
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
若
い
士
人
に
送
っ
た
書
簡
（
答
張
扶
書
『
小
「
」、
畜
集
』
巻
一
八
）
を
見
る
と
、
〔
僕
〕
爲
子
力
讀
十
數
章
、
茫
然
難
得
其
句
、
昧
然
難
見
其
義
、
可
謂
好
大
而
不
同
俗
矣
。
夫
文
傳
道
而
明
心
也
。
古
聖
人
不
得
已
而
爲
之
也
。
且
人
能
一
乎
心
、
至
乎
道
、
修
身
則
無
咎
、
事
君
則
有
立
。
及
其
無
位
也
、
懼
乎
心
之
所
有
不
得
明
乎
外
、
道
之
所
畜
不
得
傳
乎
後
。
于
是
乎
有
言
焉
。
又
懼
乎
言
之
易
泯
也
。
于
是
乎
有
文
焉
。
信
哉
、
不
得
已
而
爲
之
也
。
既
不
得
已
而
爲
之
、
又
欲
乎
句
之
難
道
邪
、
又
欲
乎
義
之
難
曉
邪
。
必
不
然
矣
。
子
の
爲
に
力
め
て
十
數
章
を
讀
む
に
、
茫
然
と
し
て
其
の
句
た
め
を
得
難
く
、
昧
然
と
し
て
其
の
義
を
見
難
く
、
大
を
好
み
て
俗
に
同
じ
く
せ
ず
と
謂
ふ
べ
し
。
夫
れ
文
は
道
を
傳
へ
て
心
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
古
の
聖
人
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
爲
す
な
り
。
且
し
人
能
く
心
を
一
に
し
、
道
に
至
ら
ば
、
身
も
、
。
を
修
む
れ
ば
則
ち
咎
無
く
君
に
事
ふ
れ
ば
則
ち
立
つ
有
り
其
の
位
無
き
に
及
べ
ば
、
心
の
有
す
る
所
外
に
明
ら
か
に
す
る
を
得
ず
、
道
の
畜
ふ
る
所
後
に
傳
ふ
る
を
得
ざ
ら
ん
こ
と
を
懼
る
。
是
に
于
い
て
か
言
有
る
な
り
。
又
た
言
の
泯
び
易
き
を
懼
る
る
な
り
。
是
に
于
い
て
か
文
有
る
な
り
。
信
な
る
か
な
、
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
爲
す
や
。
既
に
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
爲
し
、
又
た
句
の
道
ひ
難
き
を
欲
す
る
か
、
い
又
た
義
の
曉
り
難
き
を
欲
す
る
か
。
必
ず
然
ら
ざ
る
な
り
。
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と
あ
る
。
王
禹
偁
は
張
扶
の
作
品
十
数
篇
に
対
し
、
句
の
切
れ
［
］14
目
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
古
の
聖
人
は
政
治
に
お
い
て
自
ら
の
道
を
伝
え
、
考
え
を
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
な
い
場
合
に
、
や
む
を
得
ず
文
章
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
示
し
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
作
る
文
章
は
口
誦
し
に
く
く
も
意
味
が
取
り
づ
ら
く
も
な
か
っ
た
と
述
べ
て
、
平
易
の
重
要
性
を
説
く
。
難
解
な
文
章
を
作
る
張
扶
の
姿
勢
を
評
し
た
こ
と
ば
の
う
ち
「
俗
に
同
じ
く
せ
ず
」
は
、
「
」
本
書
簡
の
後
半
で
引
用
す
る
韓
愈
国
子
助
教
河
東
薛
君
墓
誌
銘
（『
』
）
。
、
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
集
巻
二
四
に
も
見
ら
れ
る
韓
愈
は
薛
逢
と
い
う
人
物
が
、
作
文
に
お
い
て
「
務
出
於
奇
、
以
不
同
俗
爲
主
（
務
め
て
奇
を
出
だ
し
、
俗
に
同
じ
く
せ
ざ
る
を
以
て
主
と
」
爲
）
し
た
こ
と
を
称
え
た
。
こ
こ
で
言
う
「
俗
」
と
は
、
各
時
［
］15
代
に
流
行
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
主
流
で
あ
っ
た
文
章
、
及
び
そ。
の
制
作
に
励
ん
で
い
た
人
々
を
侮
蔑
的
に
評
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
彼
ら
「
怪
奇
」
を
志
向
し
た
者
た
ち
の
意
識
の
根
底
に
、
俗
へ
の
対
抗
意
識
が
窺
え
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
世
俗
へ
の
対
抗
意
識
は
「
怪
奇
」
に
走
っ
た
、
者
た
ち
だ
け
で
な
く
、
平
易
を
主
張
し
た
古
文
家
に
も
認
め
ら
れ
。
、
（「
」、
る
例
え
ば
王
禹
偁
も
張
扶
に
宛
て
た
二
通
目
の
書
簡
再
答
同
上
）
の
中
で
、
自
ら
の
作
る
古
文
が
時
代
の
好
尚
に
合
わ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
韓
愈
「
与
馮
宿
論
文
書
」
の
一
節
を
引
き
「
今
之
、
世
亦
然
也
（
今
の
世
も
亦
た
然
る
な
り
）
と
す
る
。
ま
た
先
。」
。
に
取
り
上
げ
た
柳
開
も
「
応
責
」
の
引
用
箇
所
の
続
き
に
「
子
不
、
能
味
吾
書
、
取
吾
意
、
今
而
視
之
、
今
而
誦
之
、
不
以
古
道
觀
吾
心
、
不
以
古
道
觀
吾
志
。
吾
文
無
過
矣
。
吾
若
從
世
之
文
也
、
安
可
垂
敎
于
民
哉
。
亦
自
愧
於
心
矣
。
欲
行
古
人
之
道
、
反
類
今
人
之
文
、
譬
乎
游
于
海
者
乘
之
以
驥
。
可
乎
哉
。
苟
不
可
、
則
吾
從
於
古
文
（
子
吾
が
書
を
味
は
ひ
、
吾
が
意
を
取
る
能
は
ざ
る
。」
は
、
今
に
し
て
之
を
視
、
今
に
し
て
之
を
誦
へ
、
古
道
を
以
て
吾
と
な
が
心
を
觀
ず
、
古
道
を
以
て
吾
が
志
を
觀
ざ
れ
ば
な
り
。
吾
が
文
過
ち
無
し
。
吾
若
し
世
の
文
に
從
は
ば
、
安
く
ん
ぞ
敎
へ
を
民
も
に
垂
る
べ
け
ん
や
。
亦
た
自
ら
心
に
愧
づ
る
な
り
。
古
人
の
道
を
行
は
ん
と
欲
す
る
も
、
反
つ
て
今
人
の
文
に
類
す
る
は
、
海
に
游
ぶ
者
之
に
乘
る
に
驥
を
以
て
す
る
に
譬
ふ
。
可
な
ら
ん
や
。
苟
く
、
。）
。
も
可
な
ら
ず
ん
ば
則
ち
吾
古
文
に
從
は
ん
と
記
し
て
い
る
そ
も
そ
も
古
文
復
興
が
当
時
主
流
の
文
章
、
所
謂
時
文
に
対
す
る
反
撥
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
平
易
派
、
怪
奇
派
を
問
わ
ず
、
全
て
の
古
文
家
に
時
文
を
俗
で
あ
る
と
す
る
意
識
が
窺
え
る
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
両
者
の
違
い
と
い
う
の
は
、
古
文
の
精
神
で
あ
る
古
道
を
、
誰
も
が
分
か
り
易
い
内
容
、
表
現
に
よ
っ
て
伝
え
よ
う
と
す
る
の
か
、
内
容
、
表
現
共
に
時
文
の
規
範
か
ら
大
き
く
外
れ
た
文
章
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
一
連
の
流
れ
の
も
の
と
見
ら
れ
る
北
宋
初
期
と
中
期
の
古
文
の
「
怪
奇
」
は
、
そ
の
淵
源
を
た
ず
ね
る
と
中
唐
の
韓
門
に
行
き
着
く
。
例
え
ば
宋
初
の
文
人
孫
沖
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
（
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
一
一
所
収
）
に
お
」
『
い
て
、
樊
宗
師
「
絳
守
居
園
池
記
」
が
大
変
難
解
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
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唐
室
承
齊
、
梁
、
陳
、
隋
餘
弊
、
其
文
章
最
微
弱
、
又
變
其
體
、
使
有
聲
韻
耦
對
。
唐
享
年
尤
遠
、
繇
是
鼓
而
成
風
。
其
閒
忽
有
韓
愈
、
獨
與
張
籍
、
皇
甫
湜
、
李
翺
輩
更
迭
文
體
、
高
出
秦
、
漢
、
亦
大
爲
當
時
衆
口
排
擯
、
謂
之
無
用
之
文
。
韓
愈
死
、
其
道
彌
光
、
後
來
有
學
韓
愈
氏
爲
文
者
、
往
往
失
其
旨
、
則
汩
沒
爲
人
所
鄙
笑
。
今
則
尤
甚
。
唐
室
齊
、
梁
、
陳
、
隋
の
餘
弊
を
承
け
、
其
の
文
章
最
も
、
、
。
微
弱
に
し
て
又
た
其
の
體
を
變
じ
聲
韻
耦
對
有
ら
し
む
唐
の
享
年
尤
も
遠
く
、
是
れ
繇
り
鼓
し
て
風
を
成
す
。
其
の
よ
閒
忽
と
し
て
韓
愈
有
り
、
獨
り
張
籍
、
皇
甫
湜
、
李
翺
の
輩
と
文
體
を
更
迭
し
、
高
く
秦
、
漢
に
出
づ
る
も
、
亦
た
大
い
に
當
時
の
衆
口
に
排
擯
せ
ら
れ
、
之
を
無
用
の
文
と
謂
は
る
。
韓
愈
死
し
、
其
の
道
彌
い
よ
光
る
も
、
後
來
韓
愈
氏
を
學
び
て
文
を
爲
る
者
、
往
往
其
の
旨
を
失
ふ
有
れ
ば
、
つ
く
則
ち
汩
沒
し
て
人
の
鄙
笑
す
る
所
と
爲
る
。
今
は
則
ち
尤
も
甚
だ
し
。
韓
愈
の
死
後
、
彼
の
考
え
を
正
し
く
継
ぐ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
古
文
家
が
し
ば
し
ば
難
読
の
文
章
を
作
り
、
宋
初
に
は
甚
だ
し
い
状
態
に
至
っ
た
。
怪
奇
派
の
古
文
は
、
難
解
で
あ
っ
て
こ
そ
古
文
で
あ
る
と
い
う
、
韓
愈
の
文
学
に
対
す
る
誤
解
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
［
］16
中
唐
の
「
怪
奇
」
に
関
し
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
本
稿
の
内
容
に
即
し
て
言
え
ば
、
音
律
、
対
偶
、
典
故
等
、
言
語
の
外
面
的
な
美
を
重
ん
ず
る
時
文
が
必
然
的
に
内
包
す
る
千
篇
一
律
に
陥
り
易
い
と
い
う
弊
害
に
対
し
、
そ
れ
を
克
服
せ
ん
と
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
だ
と
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
前
人
の
使
わ
な
か
っ
た
こ
と
ば
や
常
用
さ
れ
な
い
文
字
の
使
用
、
あ
る
い
は
四
六
の
安
定
し
た
リ
ズ
ム
を
大
き
く
破
る
と
い
っ
た
表
現
上
の
工
夫
、
前
人
の
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
と
い
っ
た
内
容
面
で
の
新
し
さ
の
追
求
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
唐
で
は
さ
ら
に
別
な
目
的
に
よ
っ
て
も
「
怪
奇
」
な
。
「
」（『
』
文
章
が
作
ら
れ
た
韓
愈
送
窮
文
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
集
巻
三
六
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
［
］17
主
人
應
之
曰
「
…
…
又
其
次
曰
文
窮
。
不
專
一
能
、
怪
怪
奇
、
奇
。
不
可
時
施
、
秖
以
自
嬉
。
…
…
」
…
…
〔
五
鬼
〕
徐
謂
主
人
曰
「
…
…
人
生
一
世
、
其
久
幾
何
。
吾
立
子
名
、
百
世
、
不
磨
。
…
…
」
、「
。
主
人
之
に
應
へ
て
曰
く
…
…
又
た
其
の
次
を
文
窮
と
曰
ふ
こ
た
一
能
を
專
ら
に
せ
ず
、
怪
怪
奇
奇
た
り
。
時
に
施
す
べ
か
ら
ず
、
秖
だ
以
て
自
ら
嬉
し
む
…
…
」
と
。
…
…
徐
に
主
人
た
た
の
お
も
む
ろ
に
謂
ひ
て
曰
く
「
…
…
人
の
一
世
に
生
く
る
、
其
の
久
し
き
、
こ
と
幾
何
ぞ
。
吾
子
の
名
を
立
つ
れ
ば
、
百
世
磨
せ
ざ
ら
ん
…
…
」
と
。
己
の
書
い
た
文
章
が
、
た
と
え
今
の
世
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
と
も
、
永
く
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
を
願
う
。
韓
愈
も
ま
た
「
言
之
無
、
文
、
行
而
不
遠
（
言
の
文
無
き
は
、
行
は
る
る
も
遠
か
ら
ず
）
。」
。
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と
い
う
伝
統
的
文
学
観
を
受
け
継
い
で
い
る
中
唐
に
お
い
て
怪
。
「
」
、
。
奇
は
文
章
を
万
世
に
伝
え
る
文
彩
と
も
看
做
さ
れ
て
い
た
［
］18
韓
愈
等
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
「
怪
奇
」
へ
の
志
向
は
、
時
文
へ
の
反
撥
と
文
章
の
永
続
性
の
希
求
と
い
う
理
念
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
四
太
学
体
の
排
斥
―
理
念
を
失
っ
た
「
怪
奇
」
の
否
定
―
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
怪
奇
」
の
相
異
を
太
学
体
の
前
、
後
で
比
較
す
る
と
、
○
太
学
体
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
科
挙
及
び
そ
の
予
備
校
的
存
在
で
あ
る
太
学
と
い
う
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
場
で
の
み
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
太
学
体
以
前
の
「
怪
奇
」
は
よ
り
広
い
場
で
作
ら
れ
る
文
章
に
現
れ
た
。
○
宋
初
は
、
現
存
す
る
資
料
を
欠
く
と
い
う
制
約
の
た
め
難
解
、
難
読
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
以
外
あ
ま
り
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
中
唐
で
は
前
人
［
］19
の
使
わ
な
か
っ
た
こ
と
ば
や
常
用
さ
れ
な
い
文
字
を
使
用
す
る
、
敢
え
て
四
六
の
安
定
し
た
リ
ズ
ム
を
大
き
く
破
る
等
の
表
現
上
の
工
夫
や
、
前
人
の
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
と
い
っ
た
内
容
面
で
の
新
し
さ
を
求
め
る
こ
と
が
。
、
挙
げ
ら
れ
る
太
学
体
の
場
合
も
資
料
の
制
約
が
あ
る
が
科
挙
で
課
さ
れ
る
文
章
を
念
頭
に
置
き
、
そ
こ
で
の
独
自
性
を
追
求
す
る
と
い
う
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
○
太
学
体
以
前
の
古
文
家
は
、
声
律
や
対
偶
、
典
故
等
に
意
を
用
い
る
時
文
へ
の
反
撥
心
が
根
底
に
あ
っ
た
が
、
太
学
体
に
お
い
て
は
、
科
挙
の
受
験
者
が
互
い
の
競
争
心
に
よ
っ
て
、
試
験
官
に
自
ら
の
文
才
を
示
す
べ
く
「
怪
奇
」
な
答
案
を
作
成
し
た
。
と
、
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
太
学
体
の
「
怪
奇
」
が
そ
れ
以
前
の
も
の
と
比
べ
、
文
章
作
成
の
場
や
特
徴
、
文
を
作
る
意
識
等
に
お
い
て
様
相
を
大
き
く
異
に
す
る
の
は
、
当
時
科
挙
が
官
僚
を
選
抜
す
る
制
度
と
し
て
整
備
が
進
み
、
重
要
度
を
増
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
あ
ろ
う
。
立
身
を
願
う
受
験
者
が
自
ら
の
思
い
を
、「
」
実
現
す
る
た
め
他
者
と
の
差
異
を
示
そ
う
と
し
た
結
果
が
怪
奇
と
な
り
易
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
規
範
に
忠
実
に
従
い
つ
つ
見
事
な
文
章
を
作
る
こ
と
で
自
己
の
存
在
を
示
す
の
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
だ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
大
方
の
受
験
者
に
と
っ
て
は
至
難
の
業
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
単
に
他
と
の
相
異
を
示
す
だ
け
な
ら
ば
、
人
々
と
は
逆
に
極
端
に
平
易
な
文
章
を
作
る
と
い
っ
た
や
り
方
も
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
科
挙
が
あ
く
ま
で
官
僚
た
り
う
る
才
識
を
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
試
験
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
う
し
た
答
案
が
評
価
さ
れ
な
い
可
能
性
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
方
、
奇
抜
さ
や
独
自
性
を
示
す
こ
と
は
時
に
大
き
な
価
値
を
持
つ
と
同
時
に
、
方
法
と
し
て
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
時
科
挙
を
受
験
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
多
く
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が
「
怪
奇
」
を
志
向
し
た
の
は
自
然
な
こ
と
だ
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
太
学
体
の
流
行
に
似
た
状
況
は
、
そ
れ
以
前
の
科
挙
に
も
す
で
に
存
在
し
た
。
真
宗
の
大
中
祥
符
（
一
〇
〇
八
～
一
〇
一
六
）
か
ら
仁
宗
の
景
祐
（
一
〇
三
四
～
一
〇
三
八
）
頃
に
か
け
て
は
、
楊
億
（
九
七
四
～
一
〇
二
〇
、
銭
惟
演
（
九
六
二
～
一
）
〇
三
四
、
劉
筠
（
九
七
一
～
一
〇
三
一
）
等
を
中
心
と
す
る
西
崑
）
『
』
派
の
美
文
が
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
欧
陽
脩
六
一
詩
話
［
］。20
第
二
十
一
段
（
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
二
八
）
に
は
、
『
楊
大
年
與
錢
、
劉
數
公
唱
和
、
自
『
西
崑
集
』
出
、
時
人
爭
效
之
、
詩
體
一
變
。
而
先
生
老
輩
患
其
多
用
故
事
、
至
於
語
僻
難
曉
、
殊
不
知
自
是
學
者
之
弊
。
、
、『
』
、
楊
大
年
錢
劉
數
公
と
唱
和
し
西
崑
集
出
で
て
自
りよ
時
人
爭
ひ
て
之
に
效
ひ
、
詩
體
一
變
す
。
而
し
て
先
生
老
輩
な
ら
、
、
其
の
多
く
故
事
を
用
ひ
語
僻
に
し
て
曉
り
難
き
に
至
り
殊
に
自
ら
是
れ
學
ぶ
者
の
弊
な
る
を
知
ら
ざ
る
を
患
ふ
。
お
の
づ
か
と
、
当
時
の
受
験
者
が
作
制
す
る
詩
の
こ
と
ば
が
典
故
の
多
用
に
よ
り
難
解
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
科
場
が
元
［
］21
来
受
験
者
同
士
の
競
争
を
促
す
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
［
］22
と
は
い
え
こ
の
事
実
は
、
あ
く
ま
で
科
挙
が
「
怪
奇
」
が
流
行
す
る
た
め
の
土
壌
と
な
り
得
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
筆
者
は
、
逆
説
的
に
言
え
ば
太
学
体
の
「
怪
奇
」
が
そ
れ
以
前
の
も
の
と
異
な
る
最
大
の
要
因
は
、
文
章
の
主
流
が
古
文
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
「
太
学
新
体
」
の
弊
を
述
べ
た
張
方
平
の
。
上
奏
文
で
は
、
景
祐
元
年
の
科
挙
が
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
前
後
、
三
十
年
近
く
に
渡
っ
て
流
行
し
た
西
崑
体
の
美
文
は
勢
力
を
失
い
、
次
第
に
古
文
重
視
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
美
文
中
心
で
あ
っ
た
中
唐
及
び
北
宋
初
期
に
は
、
主
に
時
「
」
。
、
文
へ
の
対
抗
意
識
か
ら
怪
奇
な
文
章
が
作
ら
れ
た
だ
が
［
］23
古
文
が
文
章
の
主
流
と
な
っ
て
い
く
北
宋
中
期
に
は
、
時
文
へ
の
対
抗
意
識
が
次
第
に
稀
薄
に
な
る
と
と
も
に
「
怪
奇
」
も
ま
た
明
、
確
な
目
的
と
意
味
と
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
時
文
と
は
異
な
る
文
章
を
生
み
出
す
と
い
う
大
き
な
目
的
を
無
く
し
た
「
怪
」
、
奇
は
一
般
の
文
人
か
ら
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
制
度
の
整
備
が
進
み
い
よ
い
よ
重
要
度
を
増
し
た
科
挙
へ
と
入
り
込
み
、
及
第
を
願
う
受
験
者
の
心
理
と
結
び
付
く
こ
と
で
、
実
体
を
伴
い
大
き
く
立
ち
現
れ
た
。
実
際
、
古
文
の
「
怪
奇
」
に
言
及
す
る
景
祐
、
嘉
祐
間
の
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
太
学
体
関
連
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
太
学
体
は
、
あ
る
意
味
［
］24
で
古
文
そ
の
も
の
が
「
時
文
」
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
の
流
れ
に
応
じ
て
生
ま
れ
た
、
い
わ
ば
畸
形
の
「
怪
奇
」
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
太
学
体
は
慶
暦
年
間
に
流
行
し
た
「
太
学
新
体
」
と
、
そ
の
十
年
後
に
現
れ
た
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
と
に
。
、
、
分
け
ら
れ
る
各
時
期
に
試
験
官
を
務
め
た
張
方
平
欧
陽
脩
は
そ
の
職
務
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
両
者
が
科
挙
に
応
じ
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
点
を
こ
そ
問
題
視
し
た
。
張
方
平
は
「
貢
院
請
誡
励
天
下
挙
人
文
章
奏
」
の
中
で
し
き
り
、
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に
科
挙
の
規
程
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
破
る
こ
と
で
他
者
と
の
違
い
を
示
そ
う
と
す
る
受
験
者
の
態
度
を
問
題
視
し
た
の
だ
と
分
か
る
。
張
方
平
に
は
古
文
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
え
を
述
べ
た
資
料
が
乏
し
い
た
め
、
そ
の
意
図
を
は
っ
き
り
と
汲
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
自
身
の
文
学
観
に
基
づ
い
て
排
斥
を
行
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
規
程
を
破
る
こ
と
を
許
容
す
る
こ
と
で
、
科
挙
と
い
う
制
度
が
揺
ら
ぐ
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
欧
陽
脩
に
よ
る
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
排
斥
に
は
、
彼
の
文
学
観
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
欧
陽
脩
は
、
一
般
に
は
平
易
を
志
向
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
「
怪
奇
」
、
に
対
し
全
く
否
定
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
『
集
古
。
録
跋
尾
』
巻
九
（
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
四
二
「
唐
樊
宗
師
絳
『
）
守
居
園
池
記
」
に
右
「
絳
守
居
園
池
記
、
唐
樊
宗
師
撰
。
或
云
「
此
石
宗
師
」
、
自
書
」
嗚
呼
、
元
和
之
際
、
文
章
之
盛
極
矣
、
其
怪
奇
至
於
。
如
此
。
右
「
絳
守
居
園
池
記
、
唐
樊
宗
師
撰
。
或
ひ
と
云
ふ
「
此
」
、
の
石
宗
師
自
ら
書
す
」
と
。
嗚
呼
、
元
和
の
際
、
文
章
の
盛
極
に
し
て
、
其
の
怪
奇
な
る
こ
と
此
く
の
如
き
に
至
る
。
、「
」
「
」
と
あ
り
其
の
怪
奇
な
る
こ
と
此
く
の
如
き
に
至
る
に
怪
奇
に
対
す
る
反
感
が
窺
え
る
。
だ
が
同
時
に
注
意
す
べ
き
は
、
直
前
に
あ
る
「
元
和
の
際
、
文
章
の
盛
極
な
り
」
で
あ
る
。
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
下
に、
、
、
元
和
已
後
爲
文
筆
則
學
奇
詭
于
韓
愈
學
苦
澁
于
樊
宗
師
歌
行
則
學
流
蕩
于
張
籍
、
詩
章
則
學
矯
激
于
孟
郊
、
學
淺
切
于
白
居
易
、
學
淫
靡
于
元
稹
、
俱
名
爲
元
和
體
。
元
和
已
後
、
文
筆
を
爲
せ
ば
則
ち
奇
詭
を
韓
愈
に
學
び
、
苦
澁
を
樊
宗
師
に
學
び
、
歌
行
は
則
ち
流
蕩
を
張
籍
に
學
び
、
、
、
詩
章
は
則
ち
矯
激
を
孟
郊
に
學
び
淺
切
を
白
居
易
に
學
び
淫
靡
を
元
稹
に
學
び
、
倶
に
名
づ
け
て
元
和
體
と
爲
す
。
、
「
」「
」「
」
と
あ
る
よ
う
に
元
和
年
間
に
は
奇
詭
苦
澁
流
蕩
［
］25
「
矯
激
「
淺
切
「
淫
靡
」
と
い
っ
た
、
多
様
な
作
風
の
詩
文
が
」
」
。
、
存
在
し
た
い
ず
れ
も
肯
定
的
と
は
言
え
な
い
評
価
で
は
あ
る
が
韓
愈
を
は
じ
め
張
籍
、
孟
郊
、
白
居
易
、
元
稹
等
、
今
日
の
文
学
史
で
ほ
ぼ
必
ず
言
及
さ
れ
る
は
ず
の
人
物
が
名
を
連
ね
る
。
欧
陽
脩
の
こ
と
ば
は
、
彼
ら
中
唐
を
代
表
す
る
文
人
た
ち
が
活
躍
し
た
「
文
章
盛
極
」
の
時
代
に
「
怪
奇
」
と
い
う
面
で
突
出
し
て
い
た
、
の
が
樊
宗
師
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
全
面
的
な
否
定
の
文
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
［
］26
欧
陽
脩
に
は
他
に
、
樊
宗
師
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
関
連
す
る
詩
（
絳
守
居
園
池
『
居
士
集
』
巻
二
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
「
」、
、
、
）
。
、
二
全
二
十
四
句
が
存
在
す
る
第
一
句
か
ら
第
八
句
で
は
［
］27
樊
宗
師
が
文
章
を
作
る
際
に
前
人
の
こ
と
ば
を
踏
襲
し
な
か
っ
た
こ
と
「
絳
守
居
園
池
記
」
が
『
尚
書
』
の
句
読
を
真
似
た
難
解
な
、
。
、
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
う
続
い
て
第
九
句
か
ら
第
十
六
句
で
は
- 30 -
「
」
、
庭
園
の
実
際
の
風
景
と
絳
守
居
園
池
記
の
記
述
と
を
対
照
し
樊
宗
師
が
事
物
を
あ
ま
り
に
細
々
と
記
録
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
欧
陽
脩
は
樊
宗
師
の
「
怪
奇
」
な
文
章
に
対
し
、
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
終
わ
り
に
近
い
第
二
十
三
句
に
な
る
と
「
我
思
其
人
爲
躊
躇
（
我
其
の
人
を
、
」
思
ひ
て
爲
に
躊
躇
す
）
と
、
そ
の
態
度
を
や
わ
ら
げ
て
い
る
こ
と
た
め
に
気
が
付
く
。
そ
こ
で
直
前
の
第
十
七
句
か
ら
第
二
十
二
句
に
目
を
向
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
虙
氏
八
卦
畫
河
圖
虙
氏
の
八
卦
河
圖
を
畫
き
禹
湯
皐
虺
曁
唐
虞
禹
湯
皐
虺
よ
り
唐
虞
に
曁
ぶ
お
よ
豈
不
古
奧
萬
世
模
豈
に
古
奧
な
ら
ず
し
て
萬
世
の
模
な
ら
ん
や
嫉
世
姣
巧
習
卑
汙
世
の
姣
巧
に
し
て
卑
汙
に
習
る
る
を
な
嫉
む
に
く
以
奇
矯
薄
駭
羣
愚
奇
を
以
て
薄
き
を
矯
め
て
羣
愚
を
駭
か
し
用
此
猶
得
追
韓
徒
此
れ
を
用
て
猶
ほ
得
た
り
韓
徒
を
追
ふ
を
、
そ
も
そ
も
万
世
の
模
範
と
な
る
文
章
は
古
く
奥
深
い
も
の
で
あ
り
『
尚
書
』
を
模
倣
し
た
樊
宗
師
の
意
図
も
そ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
と
。
、
、
す
る
さ
ら
に
当
時
は
華
麗
で
卑
し
い
文
章
が
蔓
延
っ
て
お
り
樊
宗
師
は
「
怪
奇
」
に
よ
っ
て
そ
れ
を
正
そ
う
と
し
た
の
だ
と
言
。「
」
、
う
此
れ
を
用
て
猶
ほ
得
た
り
韓
徒
を
追
ふ
を
と
あ
る
よ
う
に
韓
愈
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
、
時
文
の
弊
を
改
め
る
と
い
う
共
通
の
目
的
の
た
め
に
「
怪
奇
」
を
志
向
し
た
と
欧
陽
脩
は
考
え
た
。
つ
ま
り
欧
陽
脩
は
「
怪
奇
」
を
手
放
し
で
良
し
と
し
、
た
訳
で
は
な
く
、
浮
薄
な
文
章
ば
か
り
が
作
ら
れ
て
い
た
中
唐
の
よ
う
な
時
代
に
限
定
す
れ
ば
、
樊
宗
師
の
文
章
に
も
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
と
、
一
定
の
理
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
彼
が
文
壇
、
官
界
に
お
い
て
そ
の
地
位
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
慶
暦
頃
に
は
、
世
の
趨
勢
は
す
で
に
古
文
重
視
へ
と
向
か
っ
て
お
り
、
曾
て
の
よ
う
に
時
文
へ
の
対
抗
意
識
を
前
面
に
押
し
出
す
必
要
性
は
薄
れ
「
怪
奇
」
は
そ
の
よ
う
な
文
章
を
作
る
こ
と
の
、
意
味
を
次
第
に
失
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
科
挙
の
受
験
生
の
み
は
、
及
第
と
い
う
自
己
の
立
身
を
求
め
る
あ
ま
り
「
益
ま
す
奇
、
僻
を
相
ひ
習
ふ
（
続
資
治
通
鑑
長
編
』
嘉
祐
二
年
）
と
い
う
有
」
『
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
文
章
を
万
世
に
伝
え
ん
と
し
た
韓
愈
の
如
き
崇
高
な
理
念
は
存
在
し
な
い
。
欧
陽
脩
は
、
科
挙
を
主
宰
す
る
前
年
の
嘉
祐
元
年
（
一
〇
五
六
、
学
制
に
関
す
る
自
ら
の
意
見
）
を
開
陳
し
た
「
議
学
状
（
奏
議
』
巻
一
六
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
」
『
、
巻
一
一
二
）
の
中
で
、
当
時
の
学
生
の
態
度
を
批
判
し
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
臣
請
詳
言
方
今
之
弊
。
…
…
夫
人
之
材
行
、
若
不
因
臨
事
而
見
、
則
守
常
循
理
、
無
異
衆
人
。
苟
欲
異
衆
、
則
必
爲
迂
僻
奇
怪
以
取
德
行
之
名
、
而
高
談
虛
論
以
求
材
識
之
譽
。
前
日
慶
曆
之
學
、
其
弊
是
也
。
臣
請
ふ
詳
し
く
方
今
の
弊
を
言
は
ん
。
…
…
夫
れ
人
の
材
行
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は
、
若
し
事
に
臨
む
に
因
り
て
見
は
れ
ず
ん
ば
、
則
ち
常
を
も
あ
ら
守
り
理
に
循
ひ
、
衆
人
に
異
な
る
無
し
。
苟
く
も
衆
に
異
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
必
ず
迂
僻
奇
怪
を
爲
し
て
以
て
德
、
。
行
の
名
を
取
り
て
高
談
虛
論
し
て
以
て
材
識
の
譽
を
求
む
前
日
の
慶
曆
の
學
、
其
の
弊
是
れ
な
り
。
も
は
や
「
怪
奇
」
は
、
徳
行
や
才
能
、
見
識
の
評
判
を
安
易
に
得
る
た
め
の
手
段
と
墮
し
て
い
た
。
時
文
の
弊
を
正
し
、
さ
ら
に
は
己
の
作
品
を
後
世
に
遺
さ
ん
と
し
た
韓
愈
等
の
「
怪
奇
」
が
、
自
己
の
外
に
向
か
っ
て
、
あ
る
い
は
未
来
を
見
据
え
て
試
み
ら
れ
た
も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
己
の
立
身
の
た
め
、
科
挙
と
い
う
一
時
の
競
争
に
勝
つ
た
め
だ
け
に
追
求
さ
れ
た
「
怪
奇
」
は
、
極
め
て
内
向
き
の
、
上
辺
ば
か
り
の
空
虚
な
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
劉
幾
の
答
案
を
斥
け
る
際
に
欧
陽
脩
が
戯
れ
に
作
っ
た
「
秀
才
剌
り
、
試
官
刷
く
」
の
二
句
（
前
掲
『
夢
渓
も
と
は
筆
談
』
巻
九
）
に
は
、
理
念
無
き
「
怪
奇
」
に
對
す
る
彼
の
痛
烈
な
批
判
の
精
神
が
諧
謔
の
衣
に
裹
ま
れ
つ
つ
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
五
お
わ
り
に
、
「
」
最
後
に
本
稿
で
扱
っ
た
中
唐
か
ら
北
宋
中
期
ま
で
の
怪
奇
の
流
れ
を
改
め
て
概
観
す
る
と
、
時
文
へ
の
対
抗
意
識
か
ら
、
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
備
え
た
文
章
を
敢
え
て
作
っ
た
中
唐
、
同
様
の
意
識
を
持
ち
つ
つ
も
、
難
解
こ
そ
時
文
に
対
抗
す
る
有
効
な
手
段
だ
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
「
怪
奇
」
な
文
章
が
作
ら
れ
た
北
宋
初
期
、
そ
し
て
す
で
に
世
の
中
が
古
文
重
視
へ
と
向
か
い
、
も
は
や
「
怪
奇
」
の
意
味
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
科
挙
の
受
験
生
が
及
第
と
い
う
自
ら
の
目
的
を
達
す
る
手
段
と
し
て
、
敢
え
て
奇
を
衒
っ
た
答
案
を
作
成
し
た
中
期
と
い
う
よ
う
に
、
当
初
確
固
と
し
た
動
機
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
た
韓
愈
等
の
試
み
が
、
次
第
に
そ
の
理
念
を
薄
れ
さ
せ
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
く
過
程
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
良
い
文
章
と
は
何
か
と
い
う
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
問
い
に
答
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
文
章
は
そ
れ
が
作
ら
れ
た
時
代
や
社
会
の
中
で
、
作
者
が
強
い
問
題
意
識
や
確
固
と
し
た
理
念
を
抱
い
て
作
ら
れ
て
こ
そ
光
輝
く
の
だ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
評
価
が
後
世
の
評
価
と
一
致
す
る
と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
。
中
唐
の
韓
愈
グ
ル
ー
プ
の
作
品
で
さ
え
尽
く
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
に
、
作
者
が
は
っ
き
り
と
し
た
理
念
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
後
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
歴
史。
の
選
択
に
よ
っ
て
消
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
る
例
え
ば
本
稿
で
も
何
度
か
そ
の
名
を
挙
げ
た
樊
宗
師
は
、
韓
愈
の
手
に
な
る
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
生
前
厖
大
な
著
作
を
遺
し
た
ら
し
い
が
、
現
在
で
は
「
絳
守
居
園
池
記
」
を
含
む
四
篇
の
作
品
を
伝
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
北
宋
に
お
け
る
「
怪
奇
」
を
め
ぐ
る
古
文
復
興
の
展
開
、
と
り
わ
け
欧
陽
脩
に
よ
る
太
学
体
の
排
斥
で
は
、
確
か
に
理
念
の
無
い
「
怪
奇
」
に
対
す
る
反
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
存
す
る
資
料
の
中
に
科
挙
及
び
太
学
以
外
の
場
で
文
章
の
怪
、
「
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奇
」
に
触
れ
た
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
太
学
体
で
答
案
を
作
成
し
た
受
験
者
自
身
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
悪
文
で
あ
る
こ
と
を
内
心
で
は
理
解
し
て
お
り
、
太
学
や
科
挙
以
外
で
は
そ
う
し
た
文
章
を
作
ら
な
か
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
太
学
体
は
文
章
の
作
り
手
す
ら
積
極
的
な
意
味
を
見
失
っ
た
「
怪
奇
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
北
宋
の
古
文
に
見
ら
れ
る
「
怪
奇
」
は
、
中
唐
以
来
の
一
連
の
流
れ
を
汲
む
と
同
時
に
、
こ
の
太
学
体
の
前
後
で
大
き
な
隔
た
り
を
も
有
す
る
の
で
あ
る
。
注１
川
合
康
三
奇
―
中
唐
に
お
け
る
文
学
言
語
の
規
範
の
逸
脱
―
終
［
］
「
」（『
南
山
の
変
容
―
中
唐
文
学
論
集
、
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
十
月
一
』
日
第
一
版
第
一
刷
発
行
）
一
批
評
用
語
と
し
て
の
奇
を
参
照
。
［
２
］
こ
の
他
『
玉
海
』
巻
一
一
六
「
選
挙
」
科
挙
三
・
宋
朝
登
科
記
に
、
も
「
路
授
爲
長
賦
、
張
方
平
擯
斥
而
其
文
遂
正
。
劉
幾
爲
僻
句
、
歐
陽
脩
革
去
而
其
風
復
雅
（
路
授
長
賦
を
爲
り
、
張
方
平
擯
斥
し
。」
つ
く
て
其
の
文
遂
に
正
さ
る
。
劉
幾
僻
句
を
爲
り
、
歐
陽
脩
革
去
し
て
其
の
風
復
た
雅
た
り
）
と
、
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
。
［
３
］
こ
の
こ
と
は
、
拙
稿
「
な
ぜ
石
介
は
『
怪
奇
』
の
罪
人
と
な
っ
た
の
か
（
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
六
十
七
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
」
『
で
論
じ
た
。
ま
た
、
現
存
す
る
資
料
に
慶
暦
、
嘉
祐
間
に
太
学
体
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
を
傍
証
し
よ
う
。
［
４
『
全
宋
文
（
第
十
九
冊
、
曾
棗
荘
、
劉
琳
主
編
、
巴
蜀
書
社
、
一
］
』
九
九
一
年
五
月
第
一
版
、
拠
四
庫
全
書
珍
本
初
集
）
に
拠
る
。
［
５
］
張
方
平
の
上
奏
文
に
は
、
引
用
箇
所
の
他
に
も
「
以
爲
不
合
格
、
則
辭
理
粗
通
（
以
爲
へ
ら
く
格
に
合
は
ず
ん
ば
、
則
ち
辭
理
粗
通
。」
お
も
す
「
其
擧
人
程
試
、
有
擅
習
新
體
而
尤
誕
漫
不
合
程
試
者
（
其
。）、
。」
れ
擧
人
の
程
試
、
擅
に
新
體
を
習
ひ
て
尤
も
誕
漫
に
程
試
に
合
は
ざ
る
者
有
り
）
と
、
科
挙
の
規
程
か
ら
外
れ
た
答
案
を
批
判
す
る
記
述
が
。
見
ら
れ
る
。
［
６
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
［
］
「
」
（
）
７
南
宋
・
胡
柯
廬
陵
欧
陽
文
忠
公
年
譜
嘉
祐
四
年
一
〇
五
九
に
「
是
月
（
二
月
、
充
御
試
進
士
詳
定
官
（
是
の
月
、
御
試
進
士
）
。」
詳
定
官
に
充
て
ら
る
）
と
あ
る
。
。
あ
［
８
］
欧
陽
発
「
先
公
事
迹
（
四
部
叢
刊
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
附
録
巻
」
五
）
［
９
「
北
宋
仁
宗
朝
科
挙
改
革
与
『
太
学
体
』
之
興
衰
新
探
（
学
術
研
］
」
『
究
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
。
な
お
「
林
林
逐
逐
」
に
つ
い
て
は
、
葛
）
（「
」
暁
音
氏
も
同
一
箇
所
を
出
典
と
す
る
北
宋
詩
文
革
新
的
曲
折
歴
程
（
中
国
社
会
科
学
』
一
九
八
九
年
第
二
期
）
三
。
『
）
［
］「
」
、『
』
「
」
圖
字
に
つ
い
て
尚
書
で
は
孔
安
国
の
伝
に
従
い
地
図
10の
意
に
解
し
た
が
、
欧
陽
発
「
先
公
事
迹
」
で
は
直
前
の
「
伻
」
字
が
使
役
を
表
す
と
思
わ
れ
る
た
め
「
図
を
作
成
す
る
」
と
い
う
意
味
の
、
動
詞
と
解
し
た
。
［
］
詳
し
く
は
、
祝
尚
書
『
北
宋
古
文
運
動
発
展
史
（
北
京
大
学
出
版
』
11社、
二
〇
一
二
年
二
月
第
一
版
）
第
一
章
宋
初
古
文
：
由
方
興
到
失
敗
（
上
）
―
柳
開
与
宋
初
古
文
運
動
、
副
島
一
郎
「
宋
初
の
古
文
と
士
風
―
―
張
詠
を
中
心
と
し
て
―
―
（
橄
欖
』
第
十
二
号
、
二
〇
〇
四
」
『
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年
）
二
、
先
駆
者
た
ち
の
人
格
類
型
と
心
理
を
参
照
。
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
「
応
責
」
は
柳
開
若
年
の
作
で
あ
り
、
そ
こ
。
12には
文
章
は
難
読
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
祝
尚
書
氏
に
よ
る
と
、
彼
は
そ
の
後
思
想
的
に
変
質
し
て
い
っ
た
（
［
］
、
「
」
と
い
う
前
掲
注
書
第
一
章
第
三
節
柳
開
文
道
一
元
論
11
的
誤
謬
参
照
。
ま
た
副
島
一
郎
氏
は
、
後
年
の
柳
開
の
文
章
が
古
怪
）
な
も
の
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
こ
う
し
た
思
想
的
変
質
の
他
、
彼
が
生
来
狷
介
な
性
格
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
同
様
な
性
格
の
人
間
と
同
志
的
集
団
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
（
前
掲
注
［
］
論
11
文
同
節
参
照
。）
［
『
全
宋
文
（
第
八
冊
、
曾
棗
荘
、
劉
琳
主
編
、
巴
蜀
書
社
、
一
九
］
』
13九〇
年
三
月
第
一
版
、
拠
『
続
蔵
経
』
第
二
編
第
六
套
第
一
冊
収
録
）
に
拠
る
。
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
14
［
］
薛
氏
の
名
を
「
国
子
助
教
河
東
薛
君
墓
誌
銘
」
は
「
公
達
（
字
は
、
15大順
」
と
す
る
。
な
お
、
韓
愈
ら
の
少
し
後
、
晚
唐
の
は
じ
め
頃
に
）
薛
逢
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
人
物
が
い
た
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
。
「
」、『
』
「
」
。
下
文
苑
伝
下
新
唐
書
巻
二
〇
三
文
芸
伝
下
に
伝
が
あ
る
［
］
こ
の
こ
と
は
、
郭
紹
虞
『
中
国
文
学
批
評
史
』
上
巻
（
台
湾
明
倫
16書局
、
中
華
民
国
六
十
三
年
（
一
九
七
四
）
四
月
初
版
）
第
六
篇
北
宋
―
文
学
観
念
復
古
期
之
二
、
第
一
章
北
宋
之
文
論
、
第
一
節
宋
初
之
文
与
道
的
運
動
、
第
四
目
王
禹
偁
、
三
一
五
～
三
一
六
頁
や
王
運
熙
「
韓
愈
散
文
的
風
格
特
徴
和
他
的
文
学
好
尚
（
漢
魏
六
朝
唐
代
」
『
文
学
論
叢
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
月
第
一
版
）
二
、
』
二
四
八
～
二
四
九
頁
に
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
17
［
］
例
え
ば
皇
甫
湜
「
答
李
生
第
二
書
（
四
部
叢
刊
本
『
皇
甫
持
正
文
」
18』
）
「
、
。
。
集
巻
四
に
は
夫
文
者
非
他
言
之
華
者
也
其
用
在
通
理
而
已
固
不
務
奇
、
然
亦
無
傷
於
奇
也
。
使
文
奇
而
理
正
、
是
尤
難
也
。
生
意
。
。
、
、
便
其
易
者
乎
夫
言
亦
可
以
通
理
矣
而
以
文
爲
貴
者
非
他
文
則
遠
無
文
卽
不
遠
也
。
以
非
常
之
文
通
至
正
之
理
、
是
所
以
不
朽
也
（
夫
。」
れ
文
は
他
に
非
ず
、
言
の
華
や
か
な
る
者
な
り
。
其
の
用
は
理
に
通
ず
る
に
在
る
の
み
。
固
よ
り
奇
に
務
め
ざ
る
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
奇
を
傷
つ
く
る
無
き
な
り
。
文
を
し
て
奇
な
ら
し
め
て
理
を
し
て
正
し
か
ら
し
、
。
。
む
る
は
是
れ
尤
も
難
き
な
り
生
の
意
便
ち
其
れ
易
き
者
な
る
か
夫
れ
言
も
亦
た
以
て
理
に
通
ず
べ
し
。
而
る
に
文
を
以
て
貴
し
と
爲
す
は
他
に
非
ず
、
文
な
れ
ば
則
ち
遠
く
、
文
無
け
れ
ば
卽
ち
遠
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
非
常
の
文
を
以
て
至
正
の
理
に
通
ず
る
は
、
是
れ
不
朽
な
る
所
以
な
り
）
と
、
よ
り
端
的
に
「
怪
奇
」
を
文
彩
と
看
做
す
考
え
が
。
説
か
れ
て
い
る
（
夫
文
者
非
他
、
原
作
「
夫
文
者
非
也
。
今
拠
学
「
」
」
津
討
原
本
『
唐
摭
言
』
巻
五
改
。
。）
祝
尚
書
氏
に
よ
る
と
宋
初
に
は
前
漢
の
揚
雄
が
易
経
や
論
［
］
、
『
』
『
19語
』
を
模
し
て
『
太
玄
経
』
や
『
法
言
』
を
著
し
た
よ
う
に
、
古
代
の
の
文
章
を
真
似
て
作
文
す
る
こ
と
が
流
行
っ
て
い
た
と
言
う
（
前
掲
注
［
］
書
第
二
章
宋
初
古
文
：
由
方
興
到
失
敗
（
下
）
―
王
禹
偁
与
11
宋
初
古
文
運
動
、
第
三
節
王
禹
偁
的
「
易
道
易
暁
」
説
、
第
六
節
宋
初
古
文
運
動
的
失
敗
。
さ
ら
に
祝
氏
は
、
柳
開
の
文
章
を
例
に
、
）
そ
れ
が
『
法
言
』
の
文
章
を
模
擬
、
あ
る
い
は
剽
窃
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
（
同
書
第
一
章
、
第
四
節
「
道
統
派
」
古
文
家
的
古
文
創
作
、
二
「
道
統
派
」
古
文
的
「
辞
渋
、
- 34 -
言
苦
」
参
照
。）
［
］
高
津
孝
「
北
宋
文
学
史
の
展
開
と
太
学
体
（
鹿
大
史
学
、
三
十
」
『
』
20六号
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。
［
］
以
下
、
欧
陽
脩
の
詩
文
の
引
用
は
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
21
第
二
節
で
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
の
実
作
に
対
し
分
析
を
行
っ
た
際
、
欧
陽
発
「
先
公
事
迹
」
に
引
か
れ
た
「
狼
子
豹
孫
、
林
林
逐
逐
」
の
二
句
を
僻
典
の
例
と
す
る
許
外
芳
氏
の
説
を
挙
げ
た
が
、
氏
の
見
方
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
太
学
体
流
行
以
前
に
す
で
に
見
ら
れ
た
「
學
ぶ
者
の
弊
」
か
ら
き
た
も
の
と
も
取
れ
る
。
［
］
こ
の
他
、
景
徳
二
年
（
一
〇
〇
五
）
の
省
試
で
、
賈
辺
（
生
没
年
22不詳
）
と
い
う
人
物
が
注
疏
の
解
釈
に
外
れ
た
内
容
で
論
を
書
い
た
こ
と
（
宋
会
要
輯
稿
』
選
挙
六
・
貢
挙
雑
録
四
に
引
く
嘉
定
九
年
六
月
『
三
日
の
李
楠
の
上
奏
文
及
び
『
東
斎
記
事
』
巻
一
等
）
も
、
受
験
者
の
。
、
競
争
心
理
の
表
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
賈
辺
の
答
案
に
つ
い
て
（
）
、「
」
、
時
の
宰
相
王
旦
九
五
七
～
一
〇
一
七
は
異
を
立
て
ん
と
し
「
務
め
て
穿
鑿
を
爲
し
」
た
も
の
と
非
難
し
て
、
賈
辺
を
不
合
格
に
し
た
。な
お
太
学
に
関
し
て
も
、
慶
暦
以
降
、
科
挙
を
通
過
し
官
吏
と
な
る
た
め
の
主
要
な
手
段
と
な
っ
た
た
め
に
、
競
っ
て
他
者
と
の
違
い
を
示
す
こ
と
が
学
生
の
間
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
前
掲
注
［
９
］
葛
暁
音
氏
論
文
三
参
照
。）
［
］
た
だ
し
時
文
へ
の
対
抗
以
外
に
も
「
怪
奇
」
な
文
章
を
作
る
積
極
、
23的な
理
由
や
意
味
は
存
在
す
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
副
島
一
郎
氏
が
北
宋
初
期
の
柳
開
を
中
心
と
す
る
一
派
に
つ
い
て
「
俗
世
間
か
ら
自
ら
、
を
差
別
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
よ
つ
て
世
人
の
耳
目
を
引
き
、
世
間
に
自
己
の
存
在
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
［
］
北
宋
中
期
の
文
人
に
関
わ
る
「
怪
奇
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
『
新
24唐書
』
列
伝
を
は
じ
め
と
す
る
宋
祁
（
九
九
八
～
一
〇
六
一
）
の
作
品
が
難
解
と
評
さ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
評
者
を
調
べ
る
と
、
最
も
早
い
時
期
の
者
で
も
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
や
唐
庚
（
一
〇
七
一
～
一
一
二
一
）
等
、
中
期
の
後
半
か
ら
後
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
文
人
で
あ
る
。
ま
た
評
価
が
見
ら
れ
る
詩
文
は
、
い
ず
れ
も
嘉
祐
二
年
よ
り
後
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
対
象
外
と
す
る
。
宋
祁
は
『
新
唐
書
』
編
修
を
境
に
千
篇
一
律
と
い
う
欠
点
を
含
ん
だ
西
崑
派
風
の
美
文
か
ら
、
独
創
性
を
重
視
す
る
古
文
へ
と
文
学
の
志
向
を
大
き
く
変
え
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
後
に
難
解
と
い
う
評
価
を
招
く
原
因
と
な
っ
た
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
古
文
に
お
け
る
『
奇
渋
』
―
宋
祁
に
対
す
る
評
価
を
中
心
に
―
」
（
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
六
十
六
号
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
を
参
『照さ
れ
た
い
。
［
］
増
補
津
逮
秘
書
本
に
拠
る
。
25
［
］
た
だ
し
、
同
じ
く
『
集
古
録
跋
尾
』
巻
六
（
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
『
26一三
九
「
唐
韋
維
善
政
論
」
に
は
「
余
嘗
患
文
士
不
能
有
所
發
明
以
）
、
、
、
。
。
警
未
悟
而
好
爲
新
奇
以
自
異
欲
以
怪
而
取
名
如
元
結
之
徒
是
也
至
於
樊
宗
師
、
遂
不
勝
其
弊
矣
（
余
嘗
て
文
士
發
明
し
て
以
て
未
。」
だ
悟
ら
ざ
る
を
警
む
る
所
有
る
能
は
ざ
る
も
、
新
奇
を
爲
し
て
以
て
い
ま
し
自
ら
異
な
る
を
好
み
、
怪
を
以
て
名
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
を
患
ふ
。
う
れ
元
結
の
徒
の
如
き
は
是
れ
な
り
。
樊
宗
師
に
至
り
て
は
、
遂
に
其
の
弊
に
勝
へ
ず
）
と
、
樊
宗
師
の
「
怪
奇
」
を
強
く
否
定
す
る
だ
け
の
文
。
も
見
ら
れ
る
。
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絳
は
絳
州
現
在
の
山
西
省
新
絳
県
一
帯
南
宋
・
胡
柯
廬
［
］「
」
（
）。
「
27陵
欧
陽
文
忠
公
年
譜
」
慶
暦
四
年
甲
申
（
一
〇
四
四
）
の
条
に
「
四
〔
月
〕
己
亥
（
八
日
、
命
公
使
河
東
、
計
度
廢
麟
州
及
盜
鑄
鐵
錢
幷
礬
）
課
虧
額
利
害
。
七
月
、
還
京
師
（
己
亥
、
公
に
命
じ
て
河
東
に
使
ひ
。」
し
、
麟
州
を
廢
す
る
こ
と
及
び
鑄
鐵
錢
幷
び
に
礬
課
を
盜
ま
る
る
虧
ば
ん
く
わ
額
の
利
害
を
計
度
せ
し
む
。
七
月
、
京
師
に
還
る
）
と
あ
り
、
本
詩
。
け
い
た
く
は
こ
の
河
東
視
察
の
道
中
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
学
術
振
興
会
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別
研
究
員
DC （
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島
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学
大
学
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学
研
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科
）
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